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❖
1
．
太
平
洋
戦
争
の
終
結
と

逓
信
科
学
振
興
協
会
の
発
足

　

1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
8
月
15
日
に
日
本
が
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
同
年
9
月
2
日
、
降
伏
文

書
に
署
名
し
て
第
2
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
は
連
合
国
の
命
令
に
よ
っ
て
航
空

活
動
を
一
切
禁
止
さ
れ
て
し
ま
い
、
本
協
会
の
前
身

で
あ
る
大
日
本
飛
行
協
会
も
活
動
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
9
月
27
日
の
理
事
会
で
全
会
一
致

の
解
散
決
議
を
採
択
し
、
解
散
し
て
し
ま
い
ま
す
。

た
だ
し
、
全
く
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、

大
日
本
飛
行
協
会
の
関
係
者
た
ち
は
「
財
団
法
人
逓

信
科
学
振
興
協
会
」
を
新
た
に
設
立
し
て
、
そ
こ
に

飛
行
館
な
ど
の
帝
国
飛
行
協
会
以
来
の
財
産
を
寄
付

し
て
い
た
の
で
し
た
。
つ
ま
り
、
解
散
は
財
産
の
没

収
を
避
け
る
た
め
の
方
策
で
、
日
本
の
航
空
活
動
が

禁
止
さ
れ
る
状
況
下
を
仮
の
姿
で
堪
え
忍
ぶ
た
め
の

方
便
だ
っ
た
の
で
す
。
逓
信
科
学
振
興
協
会
の
創
立

時
の
理
事
に
は
、
朝
日
新
聞
の
航
空
部
で
活
躍
し
後

に
全
日
空
の
初
代
社
長
と
な
る
美
土
路
昌
一
も
い
ま

す
。

　

ま
た
、
学
生
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
操
縦
訓
練
な
ど
に
使

用
し
て
い
た
大
日
本
飛
行
協
会
訓
練
本
部
の
財
産
は

同
じ
く
新
設
の
「
社
団
法
人
興
民
社
」
に
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
興
民
社
は
、
大
日
本
航
空
（
株
）
な
ど
の

戦
前
の
エ
ア
ラ
イ
ン
、
大
日
本
飛
行
協
会
、
航
空
局

の
職
員
や
陸
海
軍
の
航
空
関
係
者
の
失
業
救
済
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
し
た
。
上
述
の
美
土

路
昌
一
が
会
長
に
就
任
し
、
後
に
全
日
空
で
専
務
を

務
め
る
中
野
義
勝
（
元
・
大
日
本
飛
行
協
会
飛
行
部

長
）
が
専
務
と
し
て
運
営
を
指
揮
し
ま
し
た
。
飛
行

館
に
本
社
を
置
き
、
運
送
な
ど
様
々
な
事
業
を
行
い

ま
し
た
が
、
航
空
再
開
後
の
1
9
5
4
（
昭
和
29
）

年
に
そ
の
使
命
を
終
え
て
事
実
上
解
散
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
逓
信
科
学
振
興
協
会
は
帝
国
飛
行
協
会
依

頼
の
財
産
の
保
持
を
目
的
と
し
た
小
さ
な
組
織
で
し

た
が
、
科
学
や
ラ
ジ
オ
、
無
線
関
連
の
書
籍
・
雑
誌

を
発
行
し
て
、
そ
の
名
称
に
相
応
し
い
活
動
を
心
が

け
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
飛
行
館
の
運
営
で
も

事
務
室
の
賃
貸
な
ど
で
収
益
を
あ
げ
て
お
り
、
5
〜

6
階
に
あ
っ
た
「
飛
行
館
ホ
ー
ル
」
は
N
H
K
ラ
ジ

オ
の
人
気
番
組
「
三
つ
の
歌
」
で
使
用
さ
れ
る
な
ど
、

多
く
の
人
に
そ
の
名
前
を
知
ら
れ
る
存
在
で
し
た
。

日
本
航
空
協
会
の
１
０
０
年
を
振
り
返
る

一
般
財
団
法
人

　日
本
航
空
協
会

航
空
遺
産
継
承
基
金
事
務
局

昭
和
編

第3回

その2

1945～

写真1　逓信科学振興協会が発行した冊子『自
然科學研究項目集　昭和23年版』（文
部省科学教育局編集）。文部省と交わ
した契約書には「責任をもって鮮明
に謄写印刷せよ」という意味の条文
があったと伝えられています
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❖
2
．
財
団
法
人
日
本
航
空
協
会
の
誕
生

　

1
9
5
1
（
昭
和
26
）
年
9
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
平
和
条
約
に
吉
田
首
相
が
調
印
し
て
日
本
の
航

空
再
開
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
ま
で
我
慢

の
年
月
を
過
ご
し
て
い
た
航
空
関
係
者
は
活
気
づ
き

ま
し
た
。
平
和
条
約
の
発
効
は
翌
年
9
月
で
し
た

が
、
そ
れ
よ
り
前
の
4
月
に
は
航
空
に
関
わ
る
協
会

の
設
立
に
向
け
た
動
き
が
始
ま
り
、
逓
信
科
学
振
興

協
会
の
評
議
員
で
あ
っ
た
美
土
路
昌
一
と
監
事
の
福

原
敬
次
が
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
新
聞
3
社
に
協
力

を
要
請
し
ま
し
た
。
新
聞
社
に
協
力
を
要
請
し
た
の

は
、
新
聞
社
が
戦
前
の
日
本
の
民
間
航
空
を
リ
ー
ド

す
る
存
在
で
あ
り
、
当
時
も
航
空
に
関
す
る
人
材
や

関
心
を
持
っ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
結

果
、
朝
日
新
聞
の
村
山
長
拳
会
長
、
毎
日
新
聞
の
本

田
親
男
社
長
、
読
売
新
聞
の
安
田
庄
司
代
表
の
3
人

が
発
起
人
と
な
っ
て
準
備
が
始
め
ら
れ
、
1
9
5
2

（
昭
和
27
）
年
10
月
1
日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
「
財
団

法
人
日
本
航
空
協
会
」
の
発
会
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
逓
信
科
学
振
興
協
会
は
日
本
航
空
協
会
に
全

財
産
を
寄
付
し
、
使
命
を
終
え
て
解
散
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
初
代
会
長
に
は
三
菱
重
工
業
出
身
の
郷

古
潔
が
就
任
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
航
空
協
会
は
「
こ
の
会
は
、
航
空
思
想
の
普

及
、
航
空
技
術
の
向
上
及
び
外
国
航
空
団
体
と
の
緊

密
な
連
絡
を
図
り
、
も
つ
て
航
空
諸
般
の
進
歩
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
そ
の
寄
付

行
為
に
謳
っ
て
活
動
を
開
始
し
、
1
9
5
3
（
昭
和

28
）
年
に
は
、
F
A
I
（
世
界
航
空
連
盟
）
に
日
本

の
代
表
団
体
と
し
て
再
加
盟
し
て
い
ま
す
。

❖
3
．
発
足
当
初
の
日
本
航
空
協
会
の
活
動

　

発
足
当
初
の
本
協
会
の
活
動
は
、
帝
国
飛
行
協

会
・
大
日
本
飛
行
協
会
と
ほ
ぼ
同
じ
コ
ー
ス
に
あ
り

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
展
覧
会
や
講
演
会
の
開
催
、

航
空
に
関
す
る
出
版
物
の
発
行
、
航
空
技
術
者
の
養

成
・
指
導
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
購
入
援
助
な
ど
で
す
。

本
協
会
発
足
の
翌
年
に
は
早
く
も
1
9
5
3
（
昭
和

28
）
年
9
月
15
日
〜
20
日
に
東
京
三
越
本
店
5
階
で

「
第
1
回
航
空
日
展
覧
会
」（
15
〜
16
万
人
の
来
場
者

が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
）、
12
月
17
日
〜

20
日
に
は
東
京
日
比
谷
公
園
で
「
航
空
五
十
周
年
記

念
大
会
」（
ラ
イ
ト
兄
弟
の
初
飛
行
か
ら
50
年
と
い

う
こ
と
で
「
航
空
五
十
周
年
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が

付
い
て
い
ま
し
た
）
を
主
催
し
て
い
ま
す
。
出
版
物

と
し
て
は
、
1
9
5
3
年
に
月
刊
誌
『
航
空
時
報
』

の
発
行
を
始
め
、
翌
年
に
は
『
航
空
年
鑑
』
の
発
行

を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
1
9
5
6
（
昭
和
31
）

年
に
は
9
0
0
ペ
ー
ジ
を
越
え
る
大
部
の
『
日
本
航

空
史
明
治
大
正
編
』
を
出
版
し
て
い
ま
す
。
日
本
航

空
史
の
出
版
は
戦
前
か
ら
企
画
さ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
戦
争
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
般
に
開
か
れ
た
「
航
空
図

書
館
」
を
1
9
5
5
（
昭
和
30
）
年
に
開
設
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
帝
国
飛
行
協
会
の
時
か
ら
あ
っ
た
図

書
館
の
構
想
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
も
の
の
よ
う
で

す
。

　

航
空
技
術
者
の
養
成
と
し
て
例
を
挙
げ
る
と
、

1
9
5
5
（
昭
和
30
）
年
7
月
1
日
〜
4
日
に
東
京

中
野
区
桃
園
第
三
小
学
校
と
大
田
区
蒲
田
小
学
校
で

小
中
学
校
教
職
員
延
べ
90
名
を
集
め
て
模
型
飛
行
機

写真2　
1953（昭和28）年12月17日～
20日、東京日比谷公園で開かれ
た日本航空協会主催「航空五十
周年記念大会」の様子。右は陸
軍三式戦闘機「飛燕」、左手奥に
はモ式六型が見えます。
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写真3　日本航空協会主催で行われた第3回模型飛行機指導者講習会の記念写真。1958（昭和33）年7月
25～31日、東京の国立競技場で開かれ、40名が参加しました。前列右から4人目は航研機などで
有名な木村秀政・日大教授で、当時は本協会の理事、後に副会長になりました。前列左から3人
目は現在、模型航空連盟会長の落合一夫氏の姿も見えます。

写真4　1958（昭和33）年に日本航空協会が滑空スポーツの振興のため、そして我が国におけるグライ
ダー製作技術向上のためにドイツから購入したシャイベ・ベルクファルケⅡ-55
（登録記号JA2099）
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指
導
研
究
会
を
開
催
し
、
同
月
16
日
〜
30
日
に
は
文

部
省
社
会
教
育
局
体
育
課
と
共
同
で
滑
空
指
導
研
究

会
を
藤
沢
飛
行
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
（
参
加
者

40
名
）。
当
時
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
購
入
に
関
し
て
は
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
購
入
に
対
し
て
1
機

2
万
円
の
補
助
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

発
足
間
も
な
い
本
協
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
様
々
な

活
動
を
遂
行
す
る
た
め
の
資
金
は
決
し
て
潤
沢
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
窮
状
を
救
っ
た
の
は
、

財
界
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
で
し
た
。
郷
古
会
長
の
人

脈
が
大
き
な
力
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

❖
4
．
航
空
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と

日
本
航
空
協
会

　

戦
後
の
平
和
と
繁
栄
の
な
か
で
航
空
ス
ポ
ー
ツ
も

発
展
し
ま
し
た
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
戦
前
か
ら
航
空
ス

ポ
ー
ツ
の
代
表
的
存
在
で
、
航
空
再
開
後
も
人
気
を

集
め
ま
し
た
。
本
協
会
で
も
、
ド
イ
ツ
か
ら
シ
ャ
イ

ベ
・
ベ
ル
ク
フ
ァ
ル
ケ
Ⅱ

−

55
を
1
9
5
8
（
昭
和

33
）
年
に
輸
入
し
た
の
を
最
初
と
し
て
、
1
9
7
3

年
に
購
入
し
た
三
田
3
改
1
（
登
録
記
号
：

J
A
2
1
5
6
）
ま
で
延
べ
20
機
を
所
有
し
、
滑
空

写真6　関宿滑空場。
1988（昭和63）年
頃の撮影

写真5　スポーツ航空フライイン,77。
1977（昭和52）年8月28～29日、埼玉県桶川飛行場
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ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
江
戸

川
河
川
敷
の
占
有
許
可
を
1
9
6
9
（
昭
和
44
）
年

に
建
設
省
か
ら
受
け
、
1
9
7
1
（
昭
和
46
）
年
に

関
宿
滑
空
場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
後
は
セ
ス
ナ
に
代
表
さ
れ
る
小
型
飛
行

機
が
普
及
す
る
一
方
、
熱
気
球
、
自
作
航
空
機
、
ス

カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
戦
前

に
は
な
か
っ
た
種
類
の
航
空
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
に
な

り
ま
し
た
。
や
が
て
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
の
愛
好
者
団

体
が
結
成
さ
れ
る
と
、
本
協
会
は
共
に
手
を
携
え

て
航
空
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
F
A
I
の
正
会
員
と
し
て
本
協
会

は
日
本
記
録
の
公
認
、
世
界
記
録
の
F
A
I
へ
の
申

請
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
セ
ン
ス
の
発
行
な
ど
を

通
し
て
、
航
空
ス
ポ
ー
ツ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
航
空
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
を
受
け
て
、
各
種

航
空
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
1
9
7
7
（
昭
和
52
）
8
月
28
〜
29
日

に
埼
玉
県
桶
川
飛
行
場
に
お
い
て
本
協
会
主
催
で
開

催
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
航
空
フ
ラ
イ
イ
ン
,
77
」
は
、

我
が
国
初
め
て
の
様
々
な
航
空
ス
ポ
ー
ツ
が
集
合
し

た
エ
ア
シ
ョ
ー
で
し
た
（
約
70
機
が
参
加
し
、
入
場

者
延
べ
約
5
万
人
）。
そ
の
後
も
「
ス
ポ
ー
ツ
航
空

フ
ラ
イ
イ
ン
,
78
」、「
空
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
79
」、

「
〃
81
」、「
〃
83
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

❖
5
．
航
空
会
館
の
建
設

　

飛
行
館
は
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
に
開
館
し

た
当
時
は
モ
ダ
ン
な
建
築
で
し
た
が
、
経
済
成
長

が
続
い
て
東
京
に
新
し
い
建
物
が
増
え
て
い
く
中
、

1
9
7
0
年
頃
に
は
老
朽
化
が
目
立
ち
始
め
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
飛
行
館
の
建
て
替
え
が
具
体

的
に
検
討
さ
れ
始
め
、
新
橋
の
土
地
を
売
却
し
て
羽

田
か
成
田
の
空
港
近
く
の
割
安
の
敷
地
を
購
入
・
移

転
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
建
て
替

え
計
画
を
軸
に
検
討
が
進
み
ま
し
た
。
当
時
本
協
会

の
顧
問
で
あ
っ
た
松
尾
静
磨
（
航
空
局
出
身
、
日
本

航
空
株
式
会
社
会
長
）
が
建
て
替
え
計
画
を
強
力
に

支
持
し
た
こ
と
が
決
定
的
要
因
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
1
9
7
4
（
昭
和
49
）
年
に
理
事
会
で
新
飛

行
館
建
設
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

1
9
7
5
（
昭
和
50
）
年
3
月
の
時
点
で

28
億
3
千
万
円
の
建
設
費
を
見
込
ん
で
い
た
の
で
す

が
、
1
9
7
3
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
オ
イ
ル
・

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
っ
て
約
32
億
円
に
高
騰
し
、

そ
の
資
金
調
達
に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
結

局
、
銀
行
か
ら
の
借
入
金
、
賃
貸
に
関
わ
る
受
入
保

証
金
等
、
募
金
の
組
合
せ
と
い
う
資
金
計
画
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
会
館
の
名
称
は
「
航
空
会

館
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

飛
行
館
の
入
居
者
の
立
ち
退
き
交
渉
や
解
体
工
事

の
遅
れ
に
伴
い
、
1
9
7
7
年
夏
に
竣
工
予
定
で

あ
っ
た
航
空
会
館
は
1
9
7
8
（
昭
和
53
）
年
11
月

20
日
に
よ
う
や
く
竣
工
し
て
い
ま
す
。
地
上
9
階
、

地
下
1
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
と
な
り
、
デ

ザ
イ
ン
は
（
株
）
梓
設
計
、
施
工
は
鹿
島
建
設
（
株
）、

清
水
建
設
（
株
）
と
い
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
梓
設
計
の
創
設
者
で
あ
る
清
田
文
永
は
、

飛
行
館
を
設
計
し
た
佐
藤
功
一
と
は
師
弟
関
係
に
あ

り
、
大
学
卒
業
後
に
就
職
し
た
大
日
本
航
空
（
株
）

で
は
勤
務
場
所
が
飛
行
館
内
の
事
務
所
と
、
浅
か
ら

ぬ
因
縁
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
清
田
は
そ
の
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。「
地

上
か
ら
大
空
へ
の
上
昇
を
列
柱
に
、
正
面
を
硝
子
壁

で
覆
っ
て
天
空
を
映
し
出
し
「
飛
翔
」
を
ひ
そ
か
に

象
徴
し
よ
う
―
飛
行
館
の
重
厚
さ
か
ら
脱
し
た
新
し

い
皮
囊
を
作
っ
て
、
航
空
協
会
の
新
し
い
意
欲
を
容

れ
得
た
ら
と
念
ず
る
の
が
、
航
空
会
館
の
意
匠
で

あ
る
。」
航
空
会
館
は
竣
工
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、

多
く
の
航
空
人
の
集
う
場
所
と
な
り
、
ま
た
本
協
会

の
活
動
を
支
え
る
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
航
空
協
会
は
発
足
以
来
、
新
聞
3
社

か
ら
常
勤
役
員
・
職
員
の
出
向
な
ど
で
大
き
な
支
援

を
受
け
来
て
い
た
の
で
す
が
、
飛
行
館
／
航
空
会
館

の
建
て
替
え
を
機
に
新
聞
3
社
に
代
わ
っ
て
定
期
航

空
会
社
と
定
期
航
空
関
連
企
業
か
ら
支
援
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。（

つ
づ
く
）

写真7　日比谷通りから見る現在の航空会館




